











































































































































































































































































































































































































































































































































































　　２年前の NHKテレビ「けものみち」での大胆な演技でひと皮むけ、いまや “清張女優” の
形容詞をほしいままにしている感のある名取は、松坂慶子の出現以来、絶えて久しいともい
える “女優” という言葉を、新聞紙上に甦らせてくれた。（「撮影ルポ」『彩り河』パンフ
レット 1984・4）
NHK版「けものみち」は名取が背中からのショットではあるがヌードを披露し、脱皮の覚悟を
見せたとされる。それを同時代に花開いた松坂慶子（彼女も「わるいやつら」で悪女に挑戦）に
なぞらえ宣伝している。このようなパンフレットの熱気とは真逆に三村の名取の評価は辛辣だ。
　　名取が演じたふみ子は佐渡出身という設定で新潟から東京へ出てきた悲しい女でした。そこ
で、佐渡おけさをピアノで弾くというシーンがあったのだけど、彼女はその曲を完全には覚
えてこない。つまり、監督が歌ってみせた、カメラで映る部分しか覚えようとしなかったん
です。これは役者失格だと流石に怒りました。ただ彼女のマネージャーである島田とも子さ
んはよく出来た方で名取を叱って、詫びてきましたけどね。（「映画「天城越え」についての
インタビュー記録　三村晴彦篇　その２」『文化科学研究』2013・3）
若かった名取は、カメラの映る部分だけを演じるのが女優の仕事だと思ってしまったのだろう。
だから、カメラの映っていない部分でも演技が出来てこそリアリティが担保されるとする三村の
逆鱗に触れた。三村は、後年、清張の「たづたづし」の企画を立ち上げた際、会社から指定され
た名取主演という指示を清張に頼み込んでまで断っている。「彩り河」時の名取への印象が拭え
なかったことを物語る。こうして三村自身のやる気は削がれた。ただ、良いこともあった。それ
は、下田役の三國連太郎である。劇中でも酒を舐めるように飲む細かい仕草から下品で強引な圧
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倒的な悪役の印象を強烈に残しているが、三國自身が相当、役柄を作り込んでいたようである。
　　三村：彼はとにかく役にのめり込んでいく。だから現場でも色々アイデアを出してくるん
だ。朝、（三國の）付き人が僕を呼びに来るんだよ、「監督、ご足労をおかけしますが三国が
是非お話をしたいと言うのですが」って。それで控室に行ってみると「監督、今日撮るこの
場面ではこんなことを考えているんですがどうでしょう？」「こうしたらまずいでしょうか」
と10ヶ条以上のアイデアを提示してくれるんだな。そこまでしてきてくれると、こちらも
「面白い。それでいきましょう」という形で取り入れていける。実際、大きく助かったね。
拙稿（27）でも書いたが、三村は自身があれこれと指示を出すのではなく、キャストやスタッフの
力を引き出すやり方をする監督である。演技指導も細かくは付けない。だからこそ、三國のよう
に作り込んでくる役者のその力を更に活かすよう演出をする。チームとしての呼応が良い作品を
作るというポリシーなのだ。このような三國の姿勢について、渋谷署捜査課長役の渡辺紀行は自
身の台本に３月２日の日付で次のような書き込みをしている。
　　「三國連太郎氏と、第２ステージにて、テスト４回、本番７回。三國氏の注文にて繰り返す。
楽しかった。」（渡辺紀行「彩り河」台本）
このシーンはカットされており、残念ながら画面で確認することは出来ないが、たった数行の
シーンにもかかわらず、三國が随分と熱をいれた芝居をしていたことが窺える。
　最後は真田広之の存在である。彼自身は非常に真面目に取り組んでおり、三村の評価も高く、
同時代評でも「アイドルから大人の役者への脱皮をめざした真田が果敢でひたむきなジョー役を
好演している。」（記述者不明「報知特選映画」『報知新聞』1984・4・12）とある。また、彼の存
在があって初めて映画として成立した部分は大きい。ただ一方で、彼を宣伝することを第一にし
ていかなければならない会社の方針を受けざるを得なかった。例えば、この映画の主題歌は真田
広之が歌う「ビリーブ・イン・ラブ」である。曲調的にメインテーマなど他の BGMとは合って
いない。この件について、三村は会社からの指示であったことを明かしている（28）。パンフレッ
トにも主題歌の広告が裏表紙に大きく掲載されており、この映画が性格俳優転身への過渡期のア
イドル映画として売り出されたことを意味する。が、内容的には明らかにアイドル映画とは言え
ない。つまり宣伝と映画内容が齟齬したまま、中途半端な映画として公開されてしまったのであ
る。
　また1984年は２月に大谷社長が放火で逮捕され、奥山融、永山武臣、両副社長による後継者
争いの激化が度々、新聞で報じられるほどだった。こうした社内の混乱は直接的な影響を及ぼさ
ないにせよ、プラスに働くことはなかったであろう。
　このように、原作「彩り河」の持ち味と松竹大船作品との相性の悪さ、そして野村の利益戦略
との齟齬から来るスケジュールの遅れ、その二つが映画化失敗の大きな要因だった。更に三村と
野村の確執など様々なレベルで起きていた松竹内部における歪みが顕在化、拍車をかけ、誰に
とってもプラスにならない結果が生まれたのである。清張と野村の訣別は、小説を商業映画にし
ていく過程における構造的欠陥から遅かれ早かれ起きることだったと言えるだろう。
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おわりに
　これまでの議論から「彩り河」の映画化には、清張に霧プロ解散を決意させるには十分なもの
が顕在化したことが見えてきた。映画失敗の大きな要因の一つは、「彩り河」が映画化前提で始
まった連載でありながら商業映画にしにくい小説として出来上がってしまったことだ。これは、
清張自身の問題である。何故、このようなことになってしまったのか。
　まず、清張が映像製作のプロではないということである。自作の映像化に積極的な清張は、映
像製作のプロである野村たち現場に監修を委ねてきた。「張り込み」（1958）以降の実績からどん
なものでも映像化が可能だと思ってきたのではないだろうか。清張は、次の映像プロダクショ
ン、霧企画を作るにあたり、「原作のテーマを忠実に映像に反映させること」（29）の実現のため、
企画段階から脚本化の初期打合せを綿密にする方針に変えた。相次ぐ自作の映像化に対する現場
への不信がそれを決意させたのは想像に難くない。しかし、この方針転換には、自分がかかわれ
ば良いものが出来るという自負が見え隠れする。しかし、現実には清張の生前中、テレビドラマ
は多く作られ一定の評価は得たが、映画化は遂に実現しなかった。林悦子が語る「熱い絹」映画
化の企画が流れる経緯（30）を見ると、そこには映画製作会社とのパイプの形成が上手くいかなかっ
たことに大きな原因があることが見えてくる。つまり、清張の見通しの甘さがそこにある。
　更に清張自身の作風の変化がそこに関わってくる。「小説帝銀事件」（『文藝春秋』1959・5～
1959・7）辺りから、それまでのミステリーの手法を使用したドキュメンタリー指向へと変換し
ていく。「昭和史発掘」（『週刊文春』（1964・7・6～1971・4・12）はその最たるものである。し
かし、それらは情緒的な松竹大船の映画とは反りが合わなかった。『砂の器』がハンセン病でな
く親子の情愛で描かれたことは象徴的だ。一方で純文学への思いの深い清張は映画「砂の器」が
原作にない情感が描かれたことに触発され、自身が監督することを強く望んだ。そのことは川又
昂、林悦子の証言（31）からも明らかである。両極端な思いを抱えた清張の映像への憧れ、それは
原作「彩り河」にも見える。原作「彩り河」は先述したように、ビデオ映像が真犯人を追い詰め
ていく。そのため、映像内容だけでなく表現技法までが執拗に描き込まれる。必要以上に、だ。
いわば、清張は劇中劇を監督したのだ。それは文章表現として臨場感を作り上げてはいる。しか
し、これらを映像化してもメディアの違いから効果的とはなりえない。完成した映画においても
この部分はフォーカスが合うことはなく流されていった。映画としては、それを見ている人物の
表情といったリアクションのほうが、その後のジョーの復讐という展開にとって重要だからだ。
これは推測にすぎないが、三村も野村もこの描写には困惑か、無視しか選択は無かっただろう。
清張は映像に焦がれながら、皮肉にも文章でしか成し得ないものを描いてしまった。それが、こ
の小説「彩り河」なのだと考えられる。
　さて一方で、自分がかかわれば良いものが出来るという自負は、作家特有の無茶な自信だけで
はなく、そう自信に感じさせる出来事があったと考えられる。それが『ニュードキュメンタリー
ドラマ “昭和”　松本清張事件にせまる』（1984・4・12～1984・9・27）である。この番組では毎
回、清張のコメントが入る。そのため清張自身が企画の段階から参加し、構成、脚本の打ち合わ
せをした。視聴率こそ振るわなかったが、評価は高い。清張自身も満足したそうで、自信を深め
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たことは想像できる。ここには、清張のドキュメンタリー指向と文学的芸術映画という二つの渓
流の合流ポイントという彼の目指した理想があるのかもしれない。このテレビドラマについて
は、稿を改めて考えたい。
注
⑴ 三村晴彦（1937～2008）：1962年早稲田大学仏文科卒業。卒業の１年前に松竹大船撮影所演出助
手室入社。渋谷実、篠田正浩に師事したが、加藤泰との師弟関係は有名で、「みな殺しの霊歌」
（1968）「人生劇場」（1972）などでは脚本も担当、時にはＢ班の撮影も担当した。
 「天城越え」で監督デビュー、以降「彩り河」（1984）、「愛の陽炎」（1985）、「瀬戸内少年野球団：
青春篇」（1987）などを監督。後年は「御家人斬九郎」のメイン監督などテレビドラマの領域で
活躍。
⑵ 野村芳太郎（1919～2005）：日本の映画監督の草分け的存在、野村芳亭の息子。慶應義塾大学文
学部卒業後の1941年、松竹大船撮影所に入社。第二次世界大戦後の1946年に復員。黒澤明の松
竹作品「醜聞」「白痴」で助監督を務め黒澤から「日本一の助監督」と評価された。1952年に
「鳩」で監督デビュー。
 松本清張の小説を映画化した「張込み」（1958）で有名に。以降、ショッキングな描写を伴う社
会派的色彩の強いサスペンスを数多く撮るようになる。以降も多くの清張作品の映画化を行う
が、1974年に監督した『砂の器』で、モスクワ国際映画祭の審査員特別賞を受賞。1978年には
清張と共に製作プロダクション『霧プロ』を設立したが、1984年に解散した。
⑶ 西村雄一郎『清張映画にかけた男たち：『張込み』から『砂の器』へ』（新潮社 2014・11・27）
⑷ 三村晴彦「ドキュメント「天城越え」（『イメージ・フォーラム』1983・3）
⑸ 鶴田武志「霧プロダクション設立、松本清張の見果てぬ夢─松本清張「わるいやつら」映画化
をめぐる原作者と監督のパワーゲーム─」（『名古屋短期大学　研究紀要』2012・3）
⑹ 日本アカデミー賞では、優秀作品賞、優秀監督賞（野村芳太郎）、優秀脚本賞（古田求、野村芳
太郎）、優秀主演女優賞（桃井かおり）、優秀助演男優賞（柄本明）、優秀音楽賞（芥川也寸志、
撮影賞（川又昂）、照明賞（小力松太郎）、録音賞（原田真一）と総なめだった。霧プロの絶頂
期だったと言えよう。
⑺ 作品的にはジョーを伏線として機能させる措置である。クローズアップしつつ山越の死によっ
てそこで提示された情報は一端、リセットされてしまう。
⑻ 松本清張「作者のことば」（『週刊文春』1981・5・21）
⑼ 当時の江上剛をモデルとした映画が「金融腐蝕列島〔呪縛〕」（原田眞人監督 1999）である。そ
うした経緯で有名と言える江上だからこそ「彩り河」の解説に白羽の矢が立ったのだろう。
⑽ 高倉史人は「平成９年（1997）12月商法改正の利益供与等に関する罰則規定の立法過程」（『高
岡法学』第28号 2010・3）にて、総会屋への利益供与総額に対して、裁判所の略式命令や判決
の方は非常に軽かった。そのため「会社側も総会屋側も利益供与禁止規定や利益供与罪・受供
与罪を侮り、逮捕・起訴されても軽罪で済むといった認識が生じていたために、違反事件がく
り返し起こり、その効果がなかったということができる」と述べている。
⑾ 問題の不正経理は、1982年にまで遡る。もしかすると噂のレベルでは色々と広まっていたのか
もしれないが、これは憶測に過ぎない。
⑿ 伊藤博敏『黒幕：巨大企業とマスコミがすがった「裏社会の案内人」』（小学館 2014・11）参照。
⒀ 亀本和彦「公共工事と入札・契約の適正化─入札談合の排除と防止を目指して─」（『レファレ
ンス』2003・9）
⒁ 中村朗『検証　日本ビデオソフト史』（映像新聞社 1996・7）参照。
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 また「彩り河」作中で、山越がラブホテルのビデオでポルノ映画を見て欲情をたぎらせる場面
がさりげなく伏線めいて挿入されていることも見逃せない。
⒂ 鶴田武志「堀田あけみ「1980アイコ十六歳」と映画「アイコ十六歳」─映画化を支える1980年
代前半のメディア状況─」（『文化科学研究』中京大学文化科学研究所 2009・12）
⒃ 前掲・伊藤
⒄ その時代の最先端技術は、例えば「ゼロの焦点」で禎子の推理の結論のきっかけとなったもの
が、当時普及しだしていたテレビから流れた番組であったり、「砂の器」での殺害にツイーター
が使われることなどがある。清張作品では意識的に取り入れていることである。
⒅ 加藤泰（1916～1985）：山中貞雄の甥。時代劇や任侠映画の監督として活躍。代表作に「沓掛時
次郎 遊侠一匹」、「明治侠客伝 三代目襲名」、「緋牡丹博徒」シリーズ、カルト映画の傑作「江戸
川乱歩の淫獣」などがある。極端なまでのローアングルとクローズアップを特徴とする独自な
映像スタイルは、加藤泰映画の代名詞として知られている。
⒆ 「松本清張「天城越え」映画化にかけた男たち─清張作品と大船映画、最後の蜜月─　前編」
（『映像学』2011・12）
⒇ 升本喜年（1929～）：1954年、松竹大船撮影所に入社。映画プロデューサーとして「キネマの天
地」（1986）などに参加。映画の衰退と共にテレビ部プロデューサーとなり、その後、松竹シナ
リオ研究所所長、松竹映像取締役を歴任。松竹退社後は梟雄舎設立。
21 もっともこの口約束は、結局、反古にされる。興業が芳しくなかったからだろう。
22 前掲・三村「インタビュー その３」
23 鶴田武志「霧プロダクション設立、松本清張の見果てぬ夢─松本清張「わるいやつら」映画化
をめぐる原作者と監督のパワーゲーム─」（『名古屋短期大学　研究紀要』2012・3）
24 この時期の真田のフィルモグラフィは両義的だ。「道頓堀川」（1982）で松坂慶子とベッドシー
ンを演じたかと思えば、「伊賀忍法帖」（1982）で渡辺典子、「里見八犬伝」（1983）で薬師丸ひ
ろ子とアイドルとの共演で話題を呼んでいた。彼が演技派への転向を確立したのは「麻雀放浪
記」（1984）。余談だが、「彩り河」撮影時には「麻雀放浪記」監督の和田誠が現場に遊びに来て
様子を窺っていたとのこと。（前掲・三村「インタビュー その１」）
25 仲倉重郎「なななかばといっしょ」（2008・8・24）
 https://plaza.rakuten.co.jp/nananakaba/diary/200807250000/ 最終閲覧日2018・1・8
26 この台本は、渋谷署捜査課長役の渡辺紀行のものである。
27 鶴田武志「松本清張「天城越え」映画化にかけた男たち─清張作品と大船映画、最後の蜜月─　
後編」（『映像学』2012・6）
28 前掲・三村「インタビュー その３」
29 前掲・林
30 前掲・林
31 川又昂『毎日新聞』北九州版（2009・1・1）。この件は、筆者の電話取材（2009・11・3）でも
確認している。
（受理日　2018年１月９日）
